
＜専任教員報告＞ 

2013年度教員活動報告 

 

三根眞理子 

 

Ⅰ 教育 

1） 担当科目 「被ばくと社会」（全学モジュールⅠ「核兵器のない世界を目指して」） 

「被ばく者と医療」（全学モジュールⅡ「核兵器のない世界を目指して」） 

「情報と社会」（全学モジュールⅡ「情報社会とコンピューティング」 

（オムニバス）） 

     「原爆医学概論」（学部モジュール）（オムニバス） 

     「医学は長崎から」（学部モジュール）（オムニバス） 

「環境因子系」（医学部）（オムニバス） 

「環境因子系演習」（医学部）（オムニバス） 

「医学統計学」（学部モジュール）（オムニバス） 

Ⅱ 研究 

1） 主要研究テーマ 

・原爆被爆者の健康に関する分析 

・高齢者の生活習慣と死亡との関連 

 

 2)著書・論文 

1. Kakugawa T, Yokota S, Ishimatsu Y, Hayashi T, Nakashima S, Hara S, Sakamoto N, 

Kubota H, Mine M, Matsuoka Y, Mukae H, Nagata K, Kohno S: Serum heat shock 

protein 47 levels are elevated in acute exacerbation of idiopathic pulmonary fibrosis. 

Cell Stress Chaperones 18(5): 581-590, 2013 

2. 横田賢一，三根真理子，柴田義貞：原爆被爆者健診における肺がん検診の効果．厚生の

指標 60(7): 35-39, 2013 

3. Yokota K, Mine M, Shibata Y: Future population of atomic bomb survivors in 

Nagasaki. Medinfo 2013 192: 952, 2013 

4. Kondo H, Soda M, Mine M, Yokota K: Effects of radiation on the incidence of prostate 

cancer among Nagasaki atomic bomb survivors. Cancer Sci 104(10): 1368-1371, 2013 

5. Kakugawa T, Yokota S, Ishimatsu Y, Hayashi T, Nakashima S, Hara S, Sakamoto N, 

Matsuoka Y, Kubota H, Mine M, Mukae H, Nagata K, Kohno S: Serum heat shock 

protein 47 levels in patients with drug-induced lung disease. Respir Res 14: 133, 2013 

6. 中根允文，三根真理子：精神障害に係る Anti-stigma の研究 教科書に見るメンタルヘ

ルス教育～中学校・高等学校の教科書における記載を通して～(1950～2002 年までの「保

健体育」教科書調査から)．日本社会精神医学会雑誌 22(4): 452-473, 2013 

7. 太田保之，三根真理子：長崎市の原爆被爆者における長期経過後の精神的影響 第 2報：

〈被爆者である〉ことの黙秘にみる永続的な苦悩．精神医学 55(3): 273-282, 2013 

8. 太田保之，三根真理子，吉峯悦子：PTSD既往歴者の長期経過後における PTSD症状の

発現率特性―長崎市の原爆被爆体験者の PTSD 有病率調査を通して―．臨床精神医学 

42(8): 1049-1057, 2013 
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3) 学会発表 

1. 横田賢一、三根真理子、近藤久義、柴田義貞 

地形および家屋等による遮蔽とがん死亡率 

第 54回原子爆弾後障害研究会（平成 25年 6月 2日；広島市） 

2. 近藤久義、横田賢一、三根真理子 

被爆状況および包括的環境要因と原爆被爆者検診成績との関連 

第 54回原子爆弾後障害研究会（平成 25年 6月 2日；広島市） 

3. 三根真理子、横田賢一、近藤久義、黒川智夫、柴田義貞 

被爆高齢者の健康長寿に関連する要因 

第 54回原子爆弾後障害研究会（平成 25年 6月 2日；広島市） 

4. K.Yokota, M.Mine, Y.Shibata 

Future population of Atomic Bomb Survivors in Nagasaki 

Medinfo 2013（平成 25年 8月 20日～23日；；コペンハーゲン．デンマーク） 

5. T. Kakugawa, S.Yokota, Y.Ishimatsu, T.Hayashi, S.Nakashima, S.Hara, N.Sakamoto, 

H.Kubota, M.Mine, Y.Matsuoka, H.Mukae, K.Nagata, S.Kohno 

Serum heat shock protein 47 levels in patients with drug induced lung diseases 

ERS Annual Congress 2013（平成 25年 9月 7日～9月 11日；バルセロナ．スペイン） 

6. 近藤久義、早田みどり、横田賢一、三根真理子 

長崎市原爆被爆者の前立腺癌罹患率と原爆放射線との関連（1996-2009年） 

日本放射線影響学会第 56回大会（平成 25年 10月 18日～20日；青森市） 

7. 横田賢一、三根真理子、柴田義貞 

長崎原爆における地形および家屋等による遮蔽とがん死亡率 

日本放射線影響学会第 56回大会（平成 25年 10月 18日～20日；青森市） 

8. 三根真理子、横田賢一、柴田義貞 

原爆被爆高齢者の 10年間の死亡状況と生活状況の関連 

日本放射線影響学会第 56回大会（平成 25年 10月 18日～20日；青森市） 

  

Ⅲ 地域貢献 

1） 地域活動 

NASHIM海外研修生講義「長崎原爆と大学」 

2013年 7月 22日 医学部原研コミュニティ 

リケジョセミナー「放射線と健康」 

2013年 7月 24日 五島高校 

リケジョセミナー「放射線と健康」 

2013年 8月 12日 長崎大学 

NASHIM韓国研修生受け入れ事業 講義「原爆直後の救護活動と調査」 

2013年 11月 13日 医学部原研コミュニティ 

   平成 25年度核兵器廃絶市民講座・第 4回 講義「原爆直後の救護活動と調査」 

  2013年 9月 28日 国立長崎原爆死没者追悼平和祈念館 

大泉桜高校修学旅行生 講義「原爆と放射線」 

2013年 12月 10日 矢太楼 
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NASHIM出前講座 平和案内人育成講座 講義「原爆直後の救護活動と調査」 

2013年 12月 17日 原爆資料館 

リケジョ深化セミナー「放射線と健康」 

2014年 1月 11日 長崎大学 

リケジョフォーラム 

2014年 2月 1日 長崎大学 

 

2） 外部委員 

原爆死没者追悼平和祈念館運営企画検討会委員 

第二種健康診断特例区域に関する事業検討会委員 

長崎市原子爆弾放射線影響研究会委員 

(公財)放射線影響研究所 疫学部専門委員 

(公財)放射線影響研究所 歴史資料管理委員会委員 

長崎原爆戦災誌翻訳監修委員 

  

Ⅳ 校務分掌・その他 

1） 校務分掌 

医学部情報処理委員会委員 
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